
　

２
０
２
２
年
４
月
、
北
見
工
業
大

学
は
進
化
を
遂
げ
ま
す
。
小
樽
商
科

大
学
と
帯
広
畜
産
大
学
と
経
営
統
合

し
、
三
大
学
連
携
の
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
工
学
と
商
学
と
農
学
が
連
動

し
、
有
益
な
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
が
単
科
大
学
と
し
て
追
求
す

る
工
学
は
自
然
科
学
を
基
礎
と
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
壊
れ
な
い
橋
を

い
か
に
つ
く
る
か
を
多
様
な
視
点
か

ら
考
え
る
な
ど
、
自
然
現
象
を
多
角

的
に
見
つ
め
る
姿
勢
が
重
要
と
言
え

ま
す
。

　
「
自
然
と
調
和
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
発
展
」
に
力
点
を
置
く
本
学
は
、

緑
豊
か
で
、
海
に
面
す
る
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て

い
ま
す
。
一
例
は
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
と
環
境
」
と
い
う
授
業
で
、
新
入

生
は
流
氷
を
間
近
で
観
察
す
る
な
ど
、

複
数
の
体
験
型
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
し
、
工
学
の
視
点
か
ら
地
域
の
魅

力
と
課
題
を
発
見
し
ま
す
。

　　　　

本
学
は
入
学
時
に
専
門
を
絞
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。
入
り
口
の
学
科
は
二

つ
だ
け
。「
壊
れ
な
い
橋
」
を
例
に

挙
げ
れ
ば
、
材
料
や
構
造
、
耐
震
性

や
建
築
方
法
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

最
適
解
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
専
門
分
野
の
確
か
な
理
解
を
基

盤
と
し
な
が
ら
も
、
工
学
の
幅
広
い

知
識
こ
そ
応
用
力
や
課
題
解
決
力
に

つ
な
が
る
と
考
え
、
１
年
次
は
全
員

が
多
様
な
共
通
科
目
で
〝
工
学
力
〞

の
基
礎
を
固
め
ま
す
。
た
と
え
ば
今

後
の
社
会
は
「
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）」

の
活
用
が
不
可
欠
で
、
ど
の
学
生
に

も
一
定
の
理
解
を
得
て
い
き
ま
す
。

　　　　

２
年
次
か
ら
地
球
環
境
工
学
科
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
、
環
境
防
災

工
学
、
先
端
材
料
物
質
工
学
、
地
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工
学
の
４
コ
ー
ス
、

地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
は
機
械

知
能
・
生
体
工
学
、
情
報
デ
ザ
イ

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
工
学
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
工
学
、
バ
イ
オ
食
品

工
学
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
工
学
の

５
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。
工
学
の

基
礎
力
と
専
門
性
を
高
め
、
卒
業
後

の
道
を
具
体
的
に
描
い
て
い
き
ま
す
。

　

本
学
は
教
員
が
１
学
年
あ
た
り
５

人
程
度
を
見
守
る
「
個
別
担
任
制
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
学
び

に
加
え
、
就
職
の
相
談
に
も
親
身
に

応
じ
る
点
は
特
長
で
し
ょ
う
。「
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

手
厚
さ
も
あ
り
、
就
職
率
は
毎
年
１

０
０
％※

近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
に
は
「
総
合
選
抜

型
入
試
」
を
導
入
。「
コ
ー
ス
確
定
」

「
第
一
次
産
業
振
興
」「
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
」
の
３
枠
を
設
け
、
得
意
分
野
や

特
定
の
分
野
に
強
い
興
味
を
持
つ
人

材
を
受
け
入
れ
ま
す
。
工
学
の
可
能

性
を
信
じ
る
学
生
が
「
自
然
と
調
和

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
」
を
追

求
す
る
姿
ほ
ど
胸
を
打
つ
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

幅
広
い
知
識
こ
そ

応
用
力
に
つ
な
が
る

「
個
別
担
任
制
」を
採
用

就
職
支
援
も
手
厚
く
実
施
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大学のトップが語る

いま必要な力と学びとは?
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